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こ
の
制
度
は
、
芸
党
各
分
野
ー
|

l
美
術
、
音
楽
、
舞
蹄
、
演
創
、
映
画
、
舞

台
監
督
舞
台
美
術
、
舞
台
限
明
'
|
ー
の
将
来
性
あ
る
新
進
の
芸
術
家
を
海
外

に
派
遣
し
、
そ
の
専
門
と
す
る
分
野
の
研
修
を
通
し
て
そ
の
技
芸
を
向
上
せ
し

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
有
為
の
人
材
の
育
成
を
図
り
、
我
が
同
芸
術
文
化
の
振
興

に
資
す
る
も
の
で
、
昭
和
四
十
二
年
当
時
の
文
部
省
文
化
局
に
お
い
て
削
設
さ

れ
、
昭
和
四
十
三
年
文
化
庁
の
発
足
と
と
も
に
そ
の
所
管
と
な
り
、
今
日
に
至

っ
て
い
る
。

当
初
、
派
遥
人
員
は
四
名
（
一
年
派
遣
ー
ー
美
術
、
音
楽
、
舞
踊
、
演
劇
a

映
画
各
一
名
）
で
あ
っ
た
が
逐
年
増
員
を
図
り
昭
和
互
十
年
度
に
は
、
三
十
二

名
（
一
年
派
遣
二
十
八
名
ー
~
美
術
七
名
、
音
楽
八
名
、
舞
錨
六
名
、
演
劇
・

映
百
三
名
、
舞
台
監
督
・
葬
台
芙
術
＇
鱈
台
照
明
四
名
、
二
年
派
遣
四
名

l

美
術
、
音
楽
、
舞
凰
郷
台
美
術
。
舞
台
照
名
各
一
名
）
と
力
っ
た
。

一
日
本
国
箱
を
有
す
る
者
で
、
原
則
と
し
て
年
齢
二
十
蔵
以
上
四
十
五
歳

以
下
（
二
年
派
遣
研
修
員
に
あ
っ
て
は
三
十
歳
未
満
）
で
あ
る
こ
と
。

二
現
に
専
門
と
す
る
分
野
で
芸
術
活
動
の
実
績
が
あ
る
こ
と
。

-
＝
外
国
で
の
研
修
に
た
え
う
る
語
学
力
を
有
す
る
こ
と
。

四
渡
航
先
の
研
修
施
設
の
受
け
入
れ
の
保
証
が
あ
る
こ
と
。

五
心
薯
と
も
に
健
全
で
あ
る
こ
と
。

八
旅
費
＞

在
外
研
修
員
の
旅
費
に
つ
い
て
は
、
匡
家
公
物
員
の
楊
合
に
準
じ
て
、
東
京

か
ら
派
遣
地
ま
で
の
往
復
の
航
空
賃
の
実
贅
、
研
修
組
間
中
の
滞
在
驚
（
日

当
。
宿
泊
料
）
及
び
支
度
料
が
支
給
さ
れ
、
全
額
を
国
費
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ

る
C

八
出
発
及
び
帰
国
＞

在
外
研
修
員
は
、
主
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
及
び
ヨ
1
1

ロ
ッ
パ
諸
固
に
お
い
て

研
修
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
原
則
と
し
て
、
毎
年
十
月
に
缶
発
し
、
一
年

派
遮
研
修
員
は
一
年
以
内
、
二
年
派
造
研
修
員
は
二
年
以
内
に
帰
国
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
研
修
中
は
、
三
か
月
ご
と
に
研
修
の
状
況
を
執
告

し
、
帰
国
後
、
報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
派
造
者
は
、
一
年
派
遣
研
修
員
百
十
名
、
二
年
派
遣
研
修
員
八

名
、
計
百
十
八
名
を
数
え
、
年
度
別
派
遣
人
員
の
推
移
は
別
表
の
と
お
り
で
あ

る
が
、
既
に
帰
国
し
た
研
修
員
は
い
ず
れ
も
研
修
成
果
を
踏
ま
え
て
各
界
の
第

一
線
で
狐
自
の
活
躍
を
示
し
て
お
り
、
今
後
と
も
こ
の
在
外
研
修
制
度
の
充
実

が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

八

解

説

＞

別表 芸術家在外研修員派遣人員

（昭和42年度～昭和50年度）

14? 143 |44 45 |46 47 48 
年度年度年度年度年度年度

I (1) 1 (2) I (3) （4) I (5) （6) 
美 術ロ―-~l51

楽 I l i 1 | 1 1 2 | 2 | 3 | 5-I 
踊［□1 1 -1 | 2 9 2iり
I 1 1 i 1 1 i 1 | 2 | 3 l 

l I 2 I 3 

4 4 1_._'，_ 201 
I 

※ 舞台美術・舞台照明分野は，昭和46年度（第 5回）から設けられ，昭和49年

度（第 8回）から舞台監督が追加された。

※ 2年派遣は，美術，音楽，舞踊，舞台美術。舞台照明の 4分野について昭和

49年度（築 8回）から設けられた。

音

舞

画
督
術
明

映
監
美
照

゜劇
台
台
台

禎
一
舞
舞
舞

計

舞
台
美
術
・
舞
台
照
明
分
野
は
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
、
舞
台
監
督
分
野
は

昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
設
け
ら
れ
、
特
に
、
昭
和
四
十
九
年
度
に

は
、
我
が
国
に
お
い
て
組
織
的
・
系
統
的
養
成
機
閲
を
も
た
な
い
分
野
の
専
攻

者
又
は
各
分
野
の
う
ち
特
に
基
礎
的
な
技
術
又
は
実
技
を
習
得
す
る
こ
と
を
必

要
と
す
る
若
手
芸
術
家
を
対
象
と
し
て
、
原
則
と
し
て
一
か
所
に
お
い
て
集
中
・

的
に
研
修
す
る
二
年
派
遣
在
外
研
修
員
の
制
度
が
設
け
ら
れ
た
。

在
外
研
修
員
の
選
考
に
つ
い
て
は
、
次
の
条
件
を
み
た
す
者
に
つ
い
て
、
芸

術
関
係
団
体
か
ら
の
推
薦
に
基
づ
ぎ
、
学
識
経
験
者
か
ら
な
る
選
考
委
員
会
に

諮
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

＾
在
外
研
修
員
の
資
格
＞

資

格

及

び

選

考

方

法

文
化
庁
文
化
部
芸
術
課

芸
術
家
在
外
研
修
制
度
に
つ
い
て
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こり 芙 術 立L 染

白野文敏 黙埼彩 厖叫正志 若林嘔 里中英人 石招義也 松官ーJ名 香川千採 雨宮婚和 平野忠彦． 
氏名 （祥面家） （版西家） （月1） 師） （彫刻家） （陶芸家） （J卸麟')

（：ノ／二）饂こ） （： ： ：） （声楽家）

ョーロブバ木口木版版 特にリトグ 曰ーロッパ 前術陶芸家オペラを主 ォーケスト テー

|和＇ 
で造形芙術目木版をは ラフの技術 で先史時代 の思考と技体とした欲 ラにおける

の研究 じめとする 及び海外1て の英術特に 術の研究 奏及び括揮 コンサート

西欧木版画 おけるプ＇) 彫刻の研究 法の研佑 でフ・ター及

48 及び技術の ンクーの社 ，ぴ楽負の戦
研1．も酒目

年
研佑 会的なあり 勃研究並び

方について 妬合奏技術、

度 研悠 ダTイオリ

ン技術の修

得
第
部門 舞 踊 演位']“映両 斜合癸術・鉗台照明

七 森原宏拇 金井芙三枝 升田道子 若訟笑黄岡す）春彦木村光一阿部孝男

回 1氏名

`>
（三（文；江）） 

（／こ）

呑［出及び振 モダンダン フランスで

付教投法の スの器本迎 銀踊家とし ス研低のか る地坂性の との関係及 映面のリア

研究 励と表現技 ての技術の たわら餌踊 研究及び俳びその民族 リズムの系
研條四目

法の研究 研修 発生史の研偲孜育の研的な表われ 甜及び最近

究 究 方の研究 の作品の傾

向の研究

こり 癸 術 音 楽 9況nc 踊 演刺・映回 I芍台監笞・美術。照明
哉島弘尚 井口博之 正田千鶉

大（粒柏剥演（敏出也家）a代J・ ） 
稲岡正 i！頁

氏名
（洋画家） （管楽器（オーボエ）奏者） （モダンダンゴ食出捩付家） （短台監栢）

日本とアメリカ及び北 オーボエ演奏、パロッ モメ・ンダンスの演出振 演慮りの共同名り作0方法 児謎演刺の制作過程の

研條返目 欧の根蓉的芸庶比敦と ク音楽、室内楽及び管 付及び亡の助向1-f二つい の研：5 研條

現代美術について研修 楽膀の勃；投法の研終 て研悠

魚住五百岱 篠崎史子 牧野•京子 岡 田 （主敬水二正） 安井 武
氏名
昭 （肢而家） （弦楽器（ハープ）奏者） （モダンダンス演出振付家） （演也11演出家） （毎台監督）

和
，銅版画の各極技法の研 ＾ープ演奏技菊の研侶 モダンダンス及びパレ ミ...ージカ）レプレイの 劇塔核跨と公浜如至る

研修淫目 悠 二の演出振付の研：；； 企両から上演まての創 作菜のプロ・ヒスについ
49 作過程について研修 て研俗

年 氏名
日和埼硲宍 菱念新緑 （竹河野粗） 啓 子

寺埼嘉浩 前田哲彦

度
（眠両家） （弦楽器（チェロ）突者） （モダンダンス舞荊家） （演割演出家） （舞台笑菊家）

西洋木版西の技術、西 テェロの演妾技術及び モダン灰ンスの突技及 伝統演測の現代化につ 罪台癸術の実懇と現代

＾ 研修垣目
洋版画の歴史及び現代 室内楽について研修 ひ屯嘩孜育指註i法の研 いて研侶 芸術との関係について

第 版両発展の可能性妃つ 侶 研1各

八
いて研侶

泉上痔之 荒 求
稚子島 有紀シ踊子子家

山谷哲夫 杉本哀人

回氏名
（彫刻家） （声楽家） （モダンダン（スョ餌 家）） （映画演出家） （毎台煕明家）

e.-J 
ゴシック美術にある塩 オペラの演技と歌唱法 モダンダンスO'尖技と 児面劇、記録映画の演 踪台照明技箭及びデザ

研修坦目 界と民族性について の研條 創作法〇研修 出、制作の研俗 インの研{ぅ

研修

桜井淳一 大）II 袋子

年 氏名
（鋳造家） （声楽家）

派 研修座目
ロ十型美術石脊鋳造法 歌唱妃袋ける発声法と

遥
の研修 解釈法の研修

中井貞二 西 明美
氏名

（エ芸家） （声楽家）

染船技術（椒維・染色） リード、赤孜曲、オペ

研佗題目 及びテキスクルデザイ ラにおける発声法と欧

ンの研究 唱法の研悠

芸術家在外研修貴一覧

□ 1 
美 術 音 楽 禁 踊 演 剣

英谷 栂 若杉 弘 横井 茂 地見利溶

昭＾ 氏 名

和第 （洋画家） （指抑者） （バレエ演出振付家） （露lj被出家）
42一

年回 古典及び近代絵面の研究 歌劇及び管弦楽の指揮の 舞踊jjlj作及びオペラ演出 浪刺の演出技術及び俳悛

庭ツ 研俗題目

研究 の研究 の差成方法の研究

細 JIi 宗英 認永二男 折田克子 高田一郎

昭＾ 氏 名

和第 （彫哀IJ家） （コンサート署マス久ー） （モ択ンダンフり演出捩付烹） （渋1与1縫台装臼家）
43― 
年宜 現代美術の勁向の研究 コンサートマスク-演奏 現代茸踊の実技、創作淡

現究代浪釦匝舞台麟の研 I I 
庶ツ 研條坦目

法と室内楽の研究 出法の研究
I 

渡辺拘三 荒谷佼治 石田種生 沢日詰爾

距＾ 氏 名

和第 （洋固家） （指掠者） （バレエ・舞踊家） （毎台照明哀）
44三

年回 現代絵面と中世英術の：［音／楽の口演奏演安法及び刹壕 古典バ V二の演出の歴史 演殷iI、オペラ、 9砂噂
挺- 研修涅目

速について研究 ・演出の研究 的研究 の笙台照明技法の研究

美 円,9
 

音 楽

小島信男 l一色邦彦 I采山品良 I妹尾河庶

（洋而家）

欧米の歴史的にみ

た美術の発畏と現

代焚術の研究

（彫刻家） I cオペラ演出家） ！ （活台・テV嗅綜尻）
哀代彫刻家の勁乱Iオペラ演出の研究

癸術とデザインと

の嗅俣笙の研究

舞 踊 演殿1j

永酋信夫

（演剥演出家）

オヘラ劇翌を三と『＇ーノダ／スの~）！演出及び俳俊蕊成
して測璃陀ふ1する 出担付の研究 の研究

葬台美術の研究

□ :抑研者ー指：：／ロロ
｀ 年．~度等~ 癸 術 II .音 楽 舜 踊 涼 劇 聟台癸術。照明

馬（浙越陽谷子） 
吉田克明 伊藤忘ー阿部溶北村掘ー 堀内1孟彦 堀内完

活出一千古」"渭（石ニ9l●作 活

岡田逗哉 吉井登雄

氏名 (i』)（：造ご〗（：三：）（え五歪）闊 （土2: レ'塁エ>三虞）〗（美門鰐術>家
（二）

（洋画家）

昭

和 ウィリア 石版画、
砂翌茨1"ブ 9ォIIオペラ0

クラリネ クラジブ aI11乍箋踊 市民生活演捌）J1教育 現代の舞 オペラの
47 

ム・プレ 銅版画の 造法〇研 ＇)ンの技指描法の 9 卜奏法 クパレエ ぴ演出振 の中に，，' の実態及 台美術・ 施設面と
年

貶 イク並び 技窃0研 究 法及びア研究 及び演奏 とモダン 付の研究 1ける演劇 び＝ュー テレビ美 演出面並

六第 研炒
にその影 究 :,,サンプ 解釈の研 ダンスの 特にミュ シネマ製 術のデザ び匹期）場

和を受け ル奏法の 究 作品的融 ージカル作方法([) インと実 規模の大

回ヽ 題目
た近代面 研究 合の研究 の位低の研究 際の製作 小と照明

家周辺〇

I 

研究 週程技 技法の関

研究 術の研究 連につい

で研究
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名

目

坦悠

氏

研

弟

＂

ご

氾

年

一

昭

和

砂

年

度

t
 

美、術 音 楽 舜 踊 奔台芙箭・照明

三~｀BI~: ：必‘の研： I|法：：`こ［三
役割についてnir，0

昭和 50年度（第 9回） 1年派箔

¥ |美

氏叶＇J;ここ：I嵌（：両：口肝（
術

塚原琢哉

（写謀家）

テンベラ技術 臼ッサンス 祖改芸術（マ 珪代哭術とし 現代美術につ 現代1Cおける ダラフィ 9 ク

研環目 1 につい年:""I:~二： ：テr;；ごで竺:~I いて研低 ；竺言し;|;；二

て研恣L三 I I Iいて研侶 1 1 1 | J-

I :修題：／亡戸ここ1:：きミ三井：三三〗：；；二三三二］1：山：こい造：：ここ二二：二［ここ：：
↓Cついて研！冬

鉾

石井渚子花蕊洋治尾寺敏肘永田幹文野坂公夫森下洋子
・氏 名
I 

（モダンダンス） 1 I I （モクツダンス）
（バレエ振付家） 振付家，（9如噂踊家） （バぬ潅踊家） i箋 蹄 家 （パし＇エ舞踊家）

［ パレエの演出 モダンダンス ペレエの技法 パレエの技法 モクンダンス パレエの技法

！醗詞 ・振•付及び指導の演出・振付に及び教抑法につについて研條 の技法及び創作及び麟認つ

法について研修ついて房i｛る いて研修 法について研修いて研修

祁門 演劇・映面 葬台壁督・舞台癸術・餌台照明

I 中村膵夫山内春雄土装 亨大野 昭茂木源光浜本疾行勝柴次男
氏名 （尭）

（貨台演出家） （装台演出家） （映画演出家） （第台登習） （舞台監密） （葬台美術家） （短台照明家）

ミュージカ9レ オペラ及び演 映像の象徴性 ~'I毬心Iナる 劇湯の殺能及 ヨーロッパ文 l'/JI場におけ，，

I紅麟
I を中心として西痣りにおける餌台 について研修 制作・演出磯び維持・迎営方 1砂伝就と新し箋台照明技法に

欧音楽良りの全体I麟環出法に 程及び•その登成法について麟疇台空間の関ついて研修
饂ついて翠Iついて研｛＄ 麟疇・迎 保1こついて研條

営方法について

研修

昭租 50年度（第 9回） 2年派斌

音 楽 I、 葬 踊 I毎台彩箭・智恙照明
三浦則夫佐蕊多炎子多噂みわ子店見 淫

弐 名 1（即造技荷者） 1 （パイオ恥声）1(パv疇疇）1(餌琴知認）

る這零造法 I~;; オリンの パレエの技法 誌台響tデザ

ì”’’:心口 l'てついて研飴 ：：造について1:；：付につい ｛；ンについて研
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諸
外
国
の
敦
員
給
与
に
つ
い
て

〔
特
集
。
教
員
給
与
〕

教

員

給

与

論

〔
座
談
会
〕

教
員
給
与
を
め
ぐ
っ
て

（
出
席
者
）

敦
員
給
与
の
現
状

育

児

休

業

法

〔
事
例
紹
介
〕

i
 !
 

敦
員
給
与
の
改
善
に
つ
い
て

〔
解
説
〕

新
し
い
敦
育
鰈
題
と
敦
師
へ
の
期
待

大
学
等
敦
員
の
給
与
に
つ
い
て

（
司
会
）

鎌
曰

↑

L
'
ー
タ
J

正
勝
•
土
橋

正
宣
。
今
井

次

号

こ

目

次

大
臣
宣
房
調
査
統
計
課

初
等
中
等
教
育
局
地
方
諌

柳

川

覚

治

正

宮
園

木
屋
一
和
敏

富
山
県
教
育
委
員
会

太
田

荘
司
。
成
田

三
善

菩
磨

喜
澄

相

良

惟

◇
読
書
の
、
味
覚
の
、
あ
る
い
は
芸
術
の
、

な
ど
と
形
容
さ
れ
る
秋
も
も
う
す
ぐ
厳
寒
の

冬
へ
と
一
歩
一
歩
と
足
早
に
歩
み
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
読
者
の
皆
様
、
秋
の
夜
長
を
い

か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。

◇
本
誌
十
一
月
号
は
、
毎
年
文
化
の
日
に
ち

な
み
芸
術
文
化
の
特
集
を
恒
例
と
し
て
い
ま

す。
昭
和
四
十
三
年
六
月
、
文
化
庁
が
発
足
し

て
、
早
七
年
の
巖
月
が
流
れ
、
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
ず
文
化
行
政
の
投
割
が
大
き
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。
去
る
七
月
三
十
一
日
に
は

p.+

年
な
い
し
二
十
年
先
を
見
越
し
た
新
し
い
時

代
に
即
応
す
る
文
化
行
政
の
畏
朔
総
合
計
固

を
樹
立
し
、
そ
の
計
国
の
中
で
実
瑳
可
能
な

も
の
定
逐
次
実
廂
に
移
し
て
い
く
、
と
の
趣

旨
の
下
に
「
文
化
行
政
長
期
総
合
計
同
懇
談

会
」
が
発
足
し
ま
し
た
の
で
、
喫
談
会
で

は
、
文
化
行
政
へ
多
年
に
わ
た
り
御
尽
力
な

さ
い
ま
し
た
安
羞
羹
二
前
文
化
庁
長
官
、
文

化
懇
会
畏
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
内
村
直
也
先

生
ほ
か
諸
先
生
を
お
ま
ね
き
し
て
、
ク
芸
術

文
化
行
政
に
期
待
す
る
ヽ
と
の
テ
ー
マ
で
日

頃
お
考
え
の
こ
と
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

こ。f
 
◇
連
載
の
施
設
紹
介
は
、
次
号
お
休
み
の
予

定
で
す
。
そ
し
て
人
物
を
中
心
と
し
た
文
化

郷
土
史
は
、
宮
綺
票
を
防
れ
ま
す
。
(
S
)
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